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　こうした身体の成長に最も適した子どもの活動は，活発なあそびと自由な
うごきであろう。具体的な身体的活動をあげると：
・自己管理や自己訓練
・精神的緊張の解放
・友達との会話や相互関係を通しての社会的発達
・交替でする・一緒にする・リードする・指示に従うなどの経験
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●よろこび，希望，恐れなどをあそびの中に表現
●目と筋肉の統合作用の増進
國（Nutriti・n〉
　食物についてどのような感覚をもっているかは，子どもが家庭で身につけ
てくる。教師は，食物に対する家族の態度や実践を知っておくことによって，
教室で指導することと家庭での実践が食いちがうというような混乱を防ぐこ
とができる。家庭の態度・実践といわれるものとしては，成長や発達に必要
な食物を提供する能力・食事習慣・健康や食物に関する態度などが考えられ
るが，教師が子ども達にどのような教室経験をさせるかを決定する場合にも，
家庭での指導の基礎が役立つと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔ぜ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　このような指導は，子どもの経験する日課（daily・program）を豊かにする
だけでなく，家庭での実践を補ったり，家族の洞察を広げたり，家庭と学校
の橋わたしをするものである。
　食物・栄養の教育は，子ども達の前に必要以上に多くの科学的情報を並べ
たてることはいらない。効果的な学習経験のためには，基礎的食品（物）群一
一ミルク・パンやシーリアル・果物や野菜・肉類　　が役立ち，それを図示
した色刷りの，興味のわきそうなポスターは，学習用だけでなくそれを目的
にした部屋のかざりとしても，大いに利用できる。
　5才児の身体的・社会的・知的そして情緒的各面の発達をすすめるための，
食物・栄養のためのプランは，次のようである：
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・食物ごとに異なる食品のリストや，基礎的食物群（basic－food－group）を母
親を交えながら知る
・実地見聞の経験　　例えば，菜園，農場，肉屋，食料品店，パン屋（工場）
鶏や魚の艀卵所，料理店・コーヒー店・喫茶店など。そこでは，食物がど
のように成育し，生産され，調理され，売られるかなどを観察し，そこで
　その仕事にたずさわる人々と話すことも必要である
・教室のプランターや菜園などで，野菜（レタス・人参・赤かぶ）などを育てる
・教室内での創造塑のために，食料品店，市場，台所，食堂などの設備
　を用意する
・食物群を基礎材料にした，ゲーム・パズル・物語・うた・詩・絵などを試みる
・“成長にはどのような食物が必要か”ということをテーマにしたゲームな
　どでは，本物の食品のかわりに，絵や写真を使うとよい
・昼食の献立を復習したり，その食物組合せを考えてみる。グループに分れ
　て食事したり，自分達のお行儀についても話しあう
・“食物まつり（｛ood　fair）”を開催して，そこでは成長に必要な食物を中心
　に，展示会，ポスター，小喜劇，歌などを計画する
・食事場面（家庭での，学校での，市中の食堂での〉を劇化し，役割演技
（role－playing）する
・食物の基礎4群をもとに食事の計画づくりをし，教室での試食会のために，
母親から一品料理を提供してもらう
・“ミルグ’の価値やその出所について話しあい，そのあと農場へいって牛
　をみたり，農場や酪農場を紹介したフィルムをみる
・指導にのっとって，4つの基礎食物群をとりいれて，お弁当パーティ，お
　客さんごっこ，ピタニックなどを計画する
おわりに
　アメリカの教育の特色のう『ち，大きなものは，州ごとに独立した指導形体
である。全体の傾向としては，公教育をより徹底させようとする姿勢，また，
　　　　　　　　　　　　　一141一
一時期大変にさけばれた，学習重点の知識教育を通って，再び幼児を見直す
教育に落着きかかっていること，さらに連邦経済機会局によって計画された，
ヘッド・スタート・プログラムに代表されるように，文化や言語・生活レベ
ルの複雑なアメリカという社会の中で，すべての子どもに等しく，教育の機
会を与えようとする計画などが揚げられよう。
　　ここでとりあげたTexas州も，歴史をひも解けばすぐにわかるように，
かってメキシコ領であり，地理的にも国境ぞいにあることから，現在もメキ
シコとは非常に濃厚な関係があって，幼児期および小学校教育の初期においては，
・文化的に異った子ども達
　　（culturallydifferentchildren）
・英語を喋らない子ども達
　　（n・n・englishspeakingchildren）
・教育の機会を得られない子ども達
　　（educati・nallydeprivedchildren）
などの配慮が特に必要な州のひとつである。
　　教育において大切なことは，正しい方向づけをもった教育目標の設定と，
それを具体化するためのすぐれた教育方法及び内容である。
　　筆者は，今後の自分自身の課題として，“教育指針（Texas州の）”の全体
把握と同時に，日本の幼稚園教育要領に該当するものという性格をとらえる
意味から，より深い検討をすすめたいと考えている。
　　　※　文中のさし絵は“Guide　for　the　Education　of
　　　　Five。Year－OldChildren　inTexas”から写し
　　　　たものである。
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